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平成8~手第3固定例会が、 9

月3日から27日までの25日間

にわたって聞かれました。

この定例会では、平成7年度

決算や条例改正など50件の市

長提出議案を審議し、すべて原

案どおり可決しました。

さらに、議員提出議案2件、

意見書13件、決議3件、請願

2件を2審議したほか、各会派の

代表質問が7名の讃異により行

われました。

なお、平成7年度決算議案に

ついては、全議員で織成する決

算審査特別委員会を鐙置し、審

蛮しました。

7人自の名誉市民に ! 
・・・可決した主な議案・・・・」

「長谷川喜三郎氏、

《
予
算
》

一
盤
言
問
正
予
旬

園
周
補
助
金
の
決
定
に
伴
-
つ
街
路

建
備
事
業
費
や
土
地
区
画
楚
理
事
業

開
固
な
ど
、
合
わ
せ
て
二
十
六
億
六
千

百
万
円
を
追
加
し
ま
し
た
。
こ
の
財

源
と
し
て
は
、
国
庫
支
出
金
十
一
一
億

二
千
四
百
万
円
、
縁
起
金
十
一
億
三

千
万
円
、
市
億
二
億
五
千
六
百
万
円

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
一ニ
E
T

=
百
八
十
四
億
八
千
百
万
円
に
な
り

ま
し
た
.

特
別
会
計
偶
正
予
回

千
葉
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
特
別

会
計
な
ど
3
軍
事
業
会
計
に
、
合
わ
せ

て
十
二
億
六
千
五
百
万
円
を
追
加
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
特
別
会
計
の

予
算
総
務
は
、
=
千
七
百
三
十
一
億

六
千
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

《
条
例
》

干
葉
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正

防
火
管
理
者
な
ど
に
実
務
誘
習
を

受
誘
さ
せ
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を

改
正
し
ま
す
。

千
一
菜
市
営
住
宅
等
設
即
日
管
理
条
例
の

一
部
改
正

新
た
に
緑
区
営
田
町
2
丁
目
に
市

営
住
宅
を
設
震
す
る
と
と
も
に
、

m踊

町
第
一
団
地
な
ど
の
建
笛
事
業
に
伴

い
市
営
住
宅
を
設
置
す
る
な
ど
、
条

例
の
一
郡
を
改
正
し
ま
す
。

《町
の
区
縦
及
び
名
称
の
変
更
ザ

住
居
表
示
整
備
事
業
の
実
施
に
よ

り
、
平
成
9
年

2
月
1
Bか
ら
稲
荷

悶
を
稲
荷
町
1
1
3
丁
目
に
変
更
し

ま
す
。

《
工
事
請
負
契
約
》

ホ
千
葉

Z
Zム
地
区
画
整
理
事
業
地
内

の
仮
称
干
葉
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
-
ち
は
女
性
会
館
の
新
築
工
事
な

と
を
、
八
十
二
億
五
百
万
円
で
行
い

ま
す
.

本
花
見
川
区
-
一
一
角
釘
の
仮
称
千
葉
市

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
の
新
築
工
事
な
ど

を
、
三
十
六
億
二
千
七
百
万
円
で
行

い
ま
す
@

*
中
央
区
松
ケ
丘
町
の
仮
称
中
央
区

老
人
福
紐
セ
ン
タ
ー
-
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
の
新
築
工
事
を
、
四
億

四
千
百
万
円
で
行
い
ま
す
。

*
霊
祭
区
中
野
町
地
内
の
東
部
最
終

処
分
場
摺
設
工
事
を
五
億
二
千
七
百

万
円
で
行
い
ま
す
。

*
中
央
区
E
R
洲
1
丁
目
の
仮
称
千
葉

市
消
防
合
同
庁
舎
の
新
築
工
事
な
ど

を
、
六
ム
主
ハ
億
一
千
八
百
万
円
で
行

い
ま
す
。

《
名
誉
市
民
の
称
号
》

長
谷
川
苔
=
一
郎
氏
に
名
誉
市
民
の

称
号
を
鱈
る
こ
と
に
、
間
意
し
ま
し

た。

この市議会だよりは再生是正を使用しています
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常

任

委

員

会

闘

口阻回国

9
月
9
日
に
聞
か
れ
、
時
間
察
犯
件
、
請

願
2
件
、
阪
信
2
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
部
議
案
を
可
決
し
、

2
議

案
を
否
決
し
た
ほ
か
、
諮
阪

・
陳
情
は
、
不

採
訳
1
件
、
継
続
審
査
3
件
と
な
リ
ま
し

た。お
務
委
門
口
会

(所盟
国
H
総
務
局
、
企
画
調
整
局
、
財
政
局
、

会
計
室
、
滋
挙
管
理
委
員
会
な
と
)

一
般
会
計
補
正
予
算
な
と
議
案
2
件
を

審
窓
し
、
市
街
に
よ
り
実
路
す
る
事
業
内

容
、
国
家
財
政
や
地
方
財
政
が
非
常
に
多

く
の
借
金
を
抱
え
深
刻
な
状
況
に
な
っ
て
い

る
中
で
の
本
市
の
財
政
晃
過
し
な
ど
に
つ
い

て
、
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

由
民
生
叙
野
委
員
会

(
所
管
H
市
民
局
、
指
祉
局
、
教
育
委
員
会
)

仮
称
干
葉
市
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
新
築
工
事

請
負
契
約
、
仮
称
中
央
区
老
人
情
聞
社
セ
ン

タ
ー
-
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事

請
負
契
約
な
ど
議
案
同
件
、
請
願
1
伶
を

審
査
し
、
施
設
全
体
に
わ
た
り
、
配
置
さ

れ
る
職
員
数
と
年
間
の
維
持
釜
理
費
な
ど
に

つ
い
て
質
悶
が
あ
リ
ま
し
た
。

工
高
齢
者
医
療
資
助
成
の
年
齢
引
き
下
げ

に
関
す
る
講
師
糊

不
採
択

は
お
、

8
月
8
8に
も
聞
か
れ
、
仮
祢

千
葉
市
少
年
自
然
の
家
用
地
な
と
の
現
地

筏
寮
を
行
い
ま
し
た
。

問
問
明
消
防
委
員
会

円高川管
H
環
境
衛
生
局
、
清
掃
局
、
消
防
局
、

水
道
局
)

一
般
会
計
補
正
予
算
、
千
葉
市
消
防
合

同
庁
舎
新
築
工
事
誘
負
契
約
な
ど
議
案
悶

件
を
審
査
し
、
わ
ん
ぱ
く
ラ
ン
ド
で
の
調

室
賛
な
ど
を
含
む
新
清
帰
工
路
建
設
事
業

資
に
関
し
て
、
用
地
取
得
、
企
業
の
移
転

縞
償
や
本
体
工
事
の
総
事
業
費
な
ど
に
つ
い

て
、
質
問
か
あ
り
ま
し
た
。

経
済
建
設
委
員
会

(所韓国
H
経
済
農
政
局
、

員
会
)一

般
会
計
繍
正
予
湾
、
千
葉
市
営
住
宅

等
設
蹟
釜
理
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
議
案

4
件
、
開
制
限
1
件
を
審
査
し
、
建
笛
事
業

で
神
崎
設
さ
れ
た
市
営
住
宅
に
お
け
る
特
定
入

居
状
況
と
家
賃
の
改
定
な
ど
に
つ
い
て
、
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、

7
月
お
日
に
も
関
か
れ
、

に
つ
い
て
寄
査
し
ま
し
た
。 建

設
局
、
農
業
委

仮訪中央区老人福他センター・ デイサービスセンター完成予忽図

都
市
下
水
委
員
会

{所
管
H
都
市
局
、
下
水
道
局
)

一
般
会
計
補
正
予
策
、
公
共
用
地
取
得

事
業
特
別
会
計
術
正
予
箆
な
ど
議
案
3
件

を
審
査
し
、
由
民
間
禅
譲
地
区
土
地
区
画
祭
理

事
業
費
に
関
し
て
、
減
価
術
償
金
を
充
当

す
る
方
式
と
立
体
換
地
方
式
と
の
違
い
や
今

後
予
定
さ
れ
る
術
館
額
に
つ
い
て
、
質
問

が
あ
り
ま
し
た

f
t
e
k
ゆ

壮
一
仁
民
司1
4
け

仮称千葉市消防会同庁舎完成予怨図 (中央区)
際
fお

-2 2・
特

別

蚤

員

会

委

員

長

H
田
中
一
番
人

副

委

員

長
H
福

永

洋

第
1
分
科
会
主
査
H
獄
図

周
到
主
室
H
川
岸

第
2
分
科
会
主
査
H
斉一様

同
副
主
査
H
小
仰

選俊
E喜洋 章

平
成
7
年
度
決
算
議
案
を
護
益
す
る
た

め
、
9
月
6
日
に
、
会
議
員
で
橋
成
す
る

決
鍔
密
資
特
別
委
員
会

(
2分
科
会
)
を

設
置
し
、
延
べ

8
日
間
に
わ
た
り
密
室
し

ま
し
た
。

ま
た
、
決
算
議
案
や
市
政
に
関
す
る
総

箔
質
問
が
9
名
の
議
員
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し

た。
9
月
お
日
の
決
算
審
査
特
別
委
員
会
で

は
、
2
分
科
会
の
護
憲
係
委
に
つ
い
て
報

告
が
行
わ
れ
、
係
決
の
絡
果
、
各
会
計
決

鍔
を
認
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
次
の

8
項
邑
の
指
摘
要
望
事
項

は
、
決
算
審
蜜
特
別
委
員
会
が
市
長
に
要

望
し
た
も
の
で
す
。

指
摘
要
望
事
頂
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傍
賎
の
ご
案
内

平
成

8
年
第
4
回
定
例
会
は
日
月

mm白
(
木
)
に
閉
会
す
る
予
定
で
す
。

本
会
議
は
、
原
則
と
し
て
公
開
し

て
い
ま
す
の
で
、
ど
な
た
で
も
傍
聴

で
き
ま
す
。

傍
隠
は
‘
本
会
議
の
当
日
、
議
会

練

1
階
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

会
議
日
程
は
け
用
お
日
(
月
)
に
決

ま
る
予
定
で
す
。

(テ
l
ブ
)
の

点
字
阪
と
録
音
版

配
布自

の
不
自
由
な
方
に
、
市
議
会
の

活
動
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
「
ち
は

総

括

質

問

主
な
質
問
項
目

行
政
運
営
シ
ス
テ
ム
の
筏
立
に
つ
い
て

{地
方
行
豆
大
綱
」
自
治
体
リ
ス
ト
ラ

に
つ
い
て

一渇
水
対
策
に
つ
い
て

仁
寝
た
き
り
老
人
を
つ
く
ら
な
い
飽
策
の
展

開
に
つ
い
て

世間同
か
な
市
民
文
化
社
会
に
む
け
て

曹ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
つ
い
て

唖病
原
性
大
腸
菌
0
1
1
5
7と
関
連
す

る
諮
問
怨
に
つ
い
て

お
山A
室
E

対
策
に
つ
い
て

ゆ千
葉
・
市
原
丘
陵
新
都
市
整
備
に
つ
い
て

9
月
2
臼
に
聞
か
れ
、
委
員
会
の
調
査

事
項
な
と
に
つ
い
て
協
議
し
た
ほ
か
、
諸

外
国
の
廃
棄
物
法
制
度
の
動
向
な
ど
に
つ
い

て
調
査
し
ま
し
た
。

7
月
9
Bに
閃
か
れ
、
平
成
9
年
度
国

家
予
第
に
関
す
る
要
望
に
つ
い
て
協
議
し
ま

し
た
。ま

た
、

9
月
2
日
に
も
閃
か
れ
、
大
都

市
財
政
の
実
態
に
即
応
す
る
財
源
の
鉱
充

に
つ
い
て
の
要
望
や
国
の
予
算
編
成
に
対
す

る
本
市
の
重
点
婆
望
事
項
に
つ
い
て
協
議
し

ま
し
た
。

市
議
会
だ
よ
り
」
の
点
字
阪
と
録
音

版
{
テ
l
プ
)
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

配
布
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ご
遼

絡
く
だ
さ
い
。

会
諾
銭
の
閲
覧

本
会
議
の
審
議
状
況
な
ど
を
記
録

し
た
会
議
録
は
、
市
議
会
図
書
室
、

布
政
情
報
室
、
市
立
の
図
虫
口
館
(
北

部
・
南
部
・
束
郡
・
こ
て
は
し
・
一
一両

洲
・
み
や
こ
)
や
県
立
中
央
図
密
舘

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

な
お
、
第
3
固
定
例
会
の
会
緩
録

は
、
次
回
の
定
例
会
ま
で
に
作
成
す

る
予
定
で
す
。

也
事
訴
紙
に
掲
載
し
た
写

真
は
、
羽
田
ケ
丘
小
学

校
の
秋
の
大
運
動
会
で

の
た
ま
い
れ
競
争
の
僚

子
で
す
。
子
供
た
ち
が

い
ろ
い
ろ
な
競
技
に
興

じ
て
い
る
姿
を
み
て
い
る
と
、
自
分
の
小

学
校
時
代
の
運
動
会
の
記
憶
が
よ
み
が
え
っ

て
き
て
、
懐
か
し
く
思
え
ま
す
ね
@

島
今
回
は
第
3
固
定
例
会
を
中
心
に
問
問
載
を

い
た
し
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
議
会
の
動

き
を
市
民
の
皆
様
に
、
よ
り
分
か
り
ゃ
す

く
親
し
み
ゃ
す
い
形
で
お
届
け
し
た
い
と
考

え
て
お
リ
ま
す
の
で
、
末
永
く
ご
愛
読
の

程
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
読
み
に
な
り
ま
し
て
、
ご
窓
完
や
ご

感
想
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
悶
か
せ
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「ち
は
市
議
会
だ
よ
り
」
発
行
委
員
会

問
い
合
せ
先
議
会
事
務
局
調
蛋
諜

含

(
0
4
3
)
2
4
5
・
5
4
7
2
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